
心に刻む
「それぞれの人権は尊重されるべきであり、いじめは絶対に許さ

れない」ことを、学校においても様々な場面で共通理解を図ってい
ます。１１月末に実施した生徒集会でも、全校生で確認するととも
に、人権擁護委員の佐藤正弘先生からもお話しいただきました。
今回、新たな取り組みとして、「いじめに関する標語」２０作品が

校内に掲示されました。生徒会が中心となり全校生に呼びかけ、選
ばれた作品です。普段から目の届く場所に標語が掲示されたことに
より、今まで以上に「いじめ」に関する全校生の意識が高まるもの
と考えます。今年度も既に１０件以上のいじめを認知していますが、
全ての教育活動を通して、「いじめの絶無」を子ども達と達成してい
きたいと思います。

ご協力に感謝！
今週は月曜日の午後から、２１センチの積雪がありましたが、地

域の方々、また、教職員と生徒会役員、交通安全委員、野球部、サ

ッカー部、ソフトテニス部、そして、ボランティアのメンバーの協

力により、安全な通学路、駐車場を確保することができました。

また、学区内においても、たくさんの方々の協力により除雪が行

われ、トラブルなく通学できていますことに感謝申し上げます。
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